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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2014-６-１ 

 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

五
月
初
頭
に
開
催
さ
れ
た
三

菱
電
機
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
全
場
所
大
会
に
参
加
し

た
。
行
き
先
は
冷
電
（
和
歌
山

製
作
所
）
の
あ
る
和
歌
山
市
で

あ
る
。
▼
毎
年
、
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
る
こ
の
集
ま
り
は
、
担

当
場
所
が
選
り
す
ぐ
っ
て
決

め
、
今
回
は
「
和
歌
の
浦
」
の

絶
景
を
望
む
「
紀
三
井
寺
（
き

み
い
で
ら
）
」
麓
の
ホ
テ
ル
で

の
開
催
と
な
っ
た
。
▼
今
年
も

馬
電
を
含
め
十
五
場
所
か
ら

六
十
余
名
の
参
加
で
、
議
案
を

討
議
し
懇
親
会
で
親
睦
を
深

め
た
。
中
で
も
、
本
社
地
区
の

海
外
無
線
局
運
用
の
報
告
は

島
国
「
パ
ラ
オ
」
で
の
開
局
。

数
日
間
の
運
用
で
二
千
数
百

局
と
交
信
を
し
た
と
の
報
告

に
、
毎
年
の
事
と
は
言
え
、
実

に
体
力
の
あ
る
方
達
と
改
め

て
感
心
し
た
。
▼
会
員
構
成
に

Ｏ
Ｂ
を
含
め
る
会
則
検
討
が

進
め
ら
れ
る
事
は
、
小
生
が
こ

の
大
会
に
参
加
で
き
、
今
後
も

各
場
所
Ｏ
Ｂ
と
の
ア
イ
ボ
ー

ル
Ｑ
Ｓ
Ｏ
を
楽
し
め
る
。
さ

あ
、
次
は
長
電
で
の
開
催
だ
。 

（
大
隅 

修
一
） 

  

平成２６年度「群馬菱の実会」総会を、５月１３日 馬電ゲストホールにて開催しました。例年の如く
「ヤアー久しぶり！元気そうだな？」 等々の会話で始まり、定刻前から多くの方々に参加いただき、 
会員力作の作品展示会(絵画、写真、墨絵、書道、造形物)や近況報告等々で盛況に開催されました。 

総会は会員１６１名の参加を得て、会長挨拶に
続き、ご来賓（荻原労組委員長、内田所長）からの
ご挨拶をいただきスタート。 
会長挨拶では、今年度より二宮会長→高柳新会

長へ交替の報告、その他役員の定例交替（２年
制）等が報告された。 
荻原労組委員長からは、労働組合創立６０周

年、今春闘で電機大手 NO,1の実績報告。 
内田馬電所長からは、当年度が馬電創立５５周

年、給湯器発売５０周年と記念すべき年であるこ
と、エコ給湯Ｍ/Ｓ＝２５％キープ、ヒータ式温水器
のＭ/Ｓ＝６０％等々好業績報告。また、この冬の
大雪による雪害（テントハウス倒壊）も、馬電関係
会社・従業員の一致団結した行動力で挽回策に
取り組み、お客様のご要望に応えることができた
等、大変心強い報告もありました。 

総会の議事も滞りなく終了した最後に、恒例と
なった「青い山脈」を全員で合唱、その後に記念
撮影を行い総会を終了しました。 

なお、総会前の工場見学では、ここ数年で製
造ラインが大幅に改革され、作業者も活き活きと
して頼もしく、菱の実会員に将来への安心感を与
えてくれました。 

また総会終了後、約７５名(労組関係者、馬電

幹部含む)参加による懇親会を食堂で開催、情報
交換の場として大いに盛り上がり、有意義なひと
時を過ごす事が出来ました。 

会員が年々高齢化する中ですが、次年度以降
もより多くの方々に参加いただけるよう皆様から
のご意見・ご提案をお願い申し上げます。 
 

 

 

総会のスナップ写真をスライドショームービーに編集し、菱の実会ホームページに掲載しましたのでご覧下さい。 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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平成２６年度 
群馬菱の実会 役員 

会 長 高柳 静雄 
(菱の実会統括） 

副会長兼 

事務局長 

川島 和平 
（事務統括､だより編集    
親睦旅行担当） 

 
事務局 
幹 事 

井上 佳久 
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ担当） 

中庭  徹 
（慶弔担当） 

橋本 功衛 
（だより､名簿管理） 

大隅 修一 
（だより編集担当） 

会 計 

工藤 重幸 
(だより編集､旅行担当) 

大塚 誠二 
(だより編集､旅行担当 

幹 事 

細野 孝雄 
（ﾊﾟｿｺﾝｻｰｸﾙ担当） 

栗原 正吾 
（将棋会ﾘｰﾀﾞｰ） 

江川 八郎 
（ｶﾗｵｹ会ﾘｰﾀﾞｰ） 

荒井 昭三 
（麻雀会ﾘｰﾀﾞｰ） 

大橋  浩 
（ｶﾗｵｹ会担当） 

小林 昌樹 
（麻雀会担当） 

川口  博 
（ｺﾞﾙﾌ会担当） 

関根 詔三 
（ｺﾞﾙﾌ会担当） 

鈴木 庄一 
（囲碁会担当） 

竹沢  宏 
（ｺﾞﾙﾌ会ﾘｰﾀﾞｰ） 

大塚 俊郎 
（囲碁会ﾘｰﾀﾞｰ） 

高橋  豊 
（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌﾘｰﾀﾞｰ） 

会計監査 
境野 利夫 
 

生田 三郎 
 

顧 問 
上村 統久 
 

二宮 平太郎 
 

だより 

編集専任 

篠崎 辰夫 
（だより編集、ＨＰ担当
ﾊﾟｿｺﾝｻｰｸﾙﾘｰﾀﾞｰ） 

上毛新聞に掲載された、須永 洋さんの 「がんばってます」 です。 
この他にも、数々の賞を受賞されています。その作品の一端を菱の実会
ホームページ上で、「須永写真ギャラリー」として、毎月一作品、紹介して
おりますので、ぜひご覧下さい。 
 

 

  

 
 

「がんばってます」の原稿を募集しています。趣味や特技を生かして活躍さ
れている方、資格などの取得または挑戦されている方、介護や病気などと闘
っている方等、ぜひ原稿をお寄せ下さい。皆さんのお役に立つと思います。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvW35TZFZTtw4AjMWU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz/SIG=128rbh4rv/EXP=1398257107/**http:/illustration-free.net/thumb/large/ifn0038.gif


 No．２５４（３） 【 会員投稿 】 

 

SHAP

朔太郎記念館 

失
望
社
会
か
ら
希
望
社
会
へ
の
転
換
を 

 
 

 
 

 
 

 

鳥
取
市 

 

高
橋
正
晨 

２
０
１
４
年
を
迎
え
、
１
９
３
５
年
生
ま
れ
の

私
は
数
え
で
八
十
歳
と
な
り
ま
し
た
。 

 

鳥
取
市
は
鳥
取
三
洋
電
機
の
跡
地
を
見
る

に
つ
け
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
の
Ｊ
３
降
格
の
決
定
を

見
る
に
つ
け
、
地
盤
沈
下
が
激
し
く
、
残
念

な
が
ら
地
域
が
非
活
性
化
の
方
向
に
進
ん
で

い
ま
す
。 

 

日
本
は
、
小
泉
政
権
の
悪
政
後
、
民
主
党

政
権
の
希
望
社
会
への
是
正
努
力
が
野
田
政

権
の
失
政
に
よ
り
跡
形
も
な
く
崩
れ
去
り
、

ね
じ
れ
解
消
の
現
政
権
が
発
足
し
て
か
ら
、

顕
著
に
失
望
社
会
に
突
き
進
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

私
は
、
か
ね
て
か
ら
、
日
本
の
社
会
を
失

望
社
会
と
断
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
将

来
を
担
っ
て
貰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
若
者

に
希
望
を
与
え
て
い
な
い
社
会
だ
か
ら
で
す 

 

希
望
社
会
で
は
、
子
供
と
し
て
生
ま
れ
、

社
会
責
任
で
不
自
由
な
く
育
て
ら
れ
、
十
分

な
教
育
を
受
け
、
社
会
に
役
立
つ
職
業
に
就

き
、
応
分
の
報
酬
を
受
け
て
生
活
で
き
、
消

費
と
次
世
代
の
子
孫
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
途
中
で
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
も
、
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
、
修
業
後
再
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、
韓
国
、
日
本
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
系
の
国
は
、
新
自
由
主
義
の
競
争

原
理
の
み
で
暴
走
す
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
格

差
が
拡
大
し
、
大
変
な
状
況
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。 

 

広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、｢

望｣

と
は
満
月
の
こ

と
で
す
。｢

失
望｣

と
は
、
あ
て
が
は
ず
れ
て

が
っ
か
り
す
る
こ
と
。｢

希
望｣

と
は
、
あ
る
事

を
成
就
さ
せ
よ
う
と
願
い
望
む
こ
と
で
す
。 

 

現
状
の
日
本
は｢

失
望
社
会｣

で
す
。
失
わ

れ
た
２
０
年
で
ま
さ
に｢

失
望
社
会｣

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、｢

希
望
社
会｣

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
勇
気
を
持
っ
て
日
本
を

転
換
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
誰
も
何
も
し
な
か
っ
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

最
近
の
政
権
は
更
に
悪
化
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
国
家
安
全
保
障
会
議(

日
本
版
Ｎ
Ｓ

Ｃ)

設
置
法
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
拡
大
、
憲
法
９
６
条
改
正
、
原

発
再
稼
働
、
消
費
増
税､

Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
等
々

が
そ
う
で
す
。 

 

今
、
喫
緊
の
課
題
は
、｢

希
望
社
会｣

に
転

換
さ
せ
る
こ
と
で
す
。｢

大
学
ま
で
の
子
ど
も

の
教
育
費
国
家
負
担｣｢

応
分
な
最
低
賃
金

制｣｢
同
一
労
働
同
一
賃
金｣｢

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ｣｢
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
国
の
職
業
訓

練
シ
ス
テ
ム｣
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
生

活
シ
ス
テ
ム
ヘの
転
換
だ
と
思
い
ま
す
。
要
す

る
に
、
若
者
が
安
心
し
て
働
き
、
子
育
て
を

し
て
、
次
の
社
会
を
構
築
し
て
く
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

若
者
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
格
差
社
会
を
根

本
的
に
転
換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
、｢

希
望
社
会｣
は
実
現
し

ま
せ
ん
。 

 

若
者
に
希
望
を
も
た
せ
る｢

希
望
社
会｣
へ

の
転
換
が
で
き
な
け
れ
ば
、
今
後
何
を
や
っ

て
も
う
ま
く
行
く
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大

変
に
厳
し
い
道
で
す
が
、
日
本
再
生
の
道
は

こ
れ
し
か
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
国
民
に
解
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
政
権
に
解
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

若
者
に
未
来
の
な
い
国
は
滅
び
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ソ
連
の
影
響
で
栄
え
て
い
た
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
が
、
ソ
連
の
崩
壊
で
国
の
存
続
が
危

 

さ
ら
に
原
発
の
問
題
で
す
。
科
学
的
に
考

え
て
、
原
子
力
は
人
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に

は
置
け
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
日
本
の
よ
う

な
噴
火･

地
震･

津
波
大
国
で
原
発
を
維
持

す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
。
ま
た
核
廃
棄

物
の
最
終
処
理
も
科
学
的
に
無
理
で
、
不
可

能
な
島
国
で
す
。 

 

ド
イ
ツ
政
府
の
脱
原
発
の
決
断
は
、
人
類
の

英
知
で
す
。 

１
０
０
万
年
後
ま
で
高
レ
ベ
ル
の

核
廃
棄
物
を
密
封
で
き
る
最
終
処
分
施
設
の

立
地
を
全
国
の
岩
塩
層
、
粘
土
層
、
花
南
岩

層
で
探
索
し
、
最
終
処
分
場
を
決
定
す
る
法

律
が
昨
年
ド
イ
ツ
で
は
成
立
し
て
い
ま
す
。 

 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
オ
ン
カ
ロ
に
、
原
発
の
最
終

処
分
場
も
す
で
に
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
は
、
先
の
大
戦
に
敗
北
し
、
否
応
な
く

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
陣
営
に
取
り
込
ま
れ
、
安

保
、
基
地
、
原
発
、
新
自
由
主
義
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
古
来

の
和
の
精
神
は
見
る
影
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
人
間
尊
重
の
考

え
方
や
国
の
運
営
方
法
に
は
参
考
と
す
べ
き

点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
日
本
人
は
ア
ン
グ
ロ

サ
ク
ソ
ン
人
の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
、
本

当
に
幸
福
な
の
か
、
こ
の
あ
た
り
で
よ
く
考

え
て
、
悪
い
点
は
修
正
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
と
生
き
て
き
た
私
が

何
れ
こ
の
世
か
ら
消
え
去
る
身
と
し
て
思
う

の
は
、
日
本
の
将
来
を
担
う
若
者
の｢

希
望
社

会｣

を
１
日
も
早
く
実
現
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
現
政
権
の
今
後
１
年
間
の
ア
ベ
ノ

リ
ス
ク
の
成
果
を
よ
く
見
極
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
こ
と
が
現
政
権
で
実
現
し
て

貰
え
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
何
と
か
し
て
国
民

の
総
意
で
実
現
し
て
貰
え
る
政
権
を
早
く
創

り
挙
げ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
来
ま
す
。 

   

う
く
な
っ
た
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

考
え
に
考
え
た
末
に
達
し
た
こ
と
は
、
将
来

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
生
む
子
供
の
教
育
を
国
が
責
任
を

持
ち
、
教
育
に
よ
っ
て
優
れ
た
人
材
を
確
保

し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
稼
ぐ
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
世
界
に
羽
ば
た
く
産
業
が

出
現
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
教

育
も
世
界
最
先
端
を
走
っ
て
い
ま
す
。
国
の

職
業
教
育
が
世
界
で
ト
ッ
プ
で
す
。 
 

日
本
で
は
、
大
企
業
が
若
者
を
粗
末
に
し

て
い
ま
す
。
政
府
も
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
で
は
国
の
将
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ

う
な
る
の
か
、
そ
れ
は
、
既
得
権
に
し
が
み
つ

い
て
、
や
る
べ
き
改
革
を
や
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
若
者
だ
け
に
苦
し
み
を
皺
寄
せ
し
た

か
ら
で
す
。 

 

目
覚
め
よ
政
府
、
目
覚
め
よ
公
務
員
、
目

覚
め
よ
大
企
業
、
目
覚
め
よ
高
齢
者
、
目
覚

め
よ
全
て
の
既
得
権
者
よ
。
国
の
将
来
を
担

う
若
者
を
こ
ん
な
に
苦
し
め
た
ま
ま
で
い
い
の

で
す
か
。 

 

も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化

で
す
。
地
域
の
活
性
化
は
、
そ
の
地
域
の
人
々

が
協
力
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
そ
の
地

域
が
将
来
何
に
よ
っ
て
生
き
る
か
真
剣
に
模

索
、
検
討
、
実
行
す
べ
き
で
す
。
特
に
地
政
学

的
特
殊
性
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
特
産
物
や
観
光
資
源
は
最
大
限

に
活
用
す
べ
き
す
。 

 
最
終
的
に
は
、
地
域
が
自
立
自
営
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
立
定

住
圈
の
確
立
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
は
地
域
の
活
性
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

得
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
は
自
立
し
た
地

域
の
大
切
な
資
源
と
な
り
ま
す｡

太
陽
光･

風

力･

波
力･

地
熱･

バ
イ
オ
マ
ス
・小
水
力
、
な
ど

の
活
用
を
馬
鹿
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 



No．２５４（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

６月の囲碁愛好会 
６月９日（月） 
９：３０～（16：00） ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

６月の麻雀愛好会 
６月１２日、２６日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 6/10 日、24 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

６月の将棋愛好会  
６月１６日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

６月の 
グラウンドゴルフ例会 

６月２３日（月）９：３０ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６６回ゴルフ愛好会 ６月１０日（火） 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

６月のカラオケ月例会 ６月２日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 6 月 1 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

６月の 

パソコンサークル 
６月２日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

６月の幹事会 ６月２日（月） １５：００ 労組会議室 
 

５月の編集委員会 
５月１９日（月）  

１３：３０ 
労組会議室  
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編
集
後
記 

･

菱
の
実
会
総
会
も
無
事
終
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
時
期
世
の
中
い
ろ

い
ろ
な
総
会
の
花
盛
り
。
そ
こ
で

問
題
に
な
る
の
が
役
員
の
選
出
。

な
か
な
か
な
り
手
が
い
な
い
。 

・
ち
な
み
に
ネ
ッ
ト
で
「
町
内
会
、

役
員
」
で
検
索
し
た
ら
七
十
万
件

以
上
も
出
て
く
る
。
ほ
と
ん
ど
が

役
員
選
出
に
絡
む
ト
ラ
ブ
ル
や

相
談
。
町
内
会
に
限
ら
ず
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
で
も
泥
沼
の
選
出
劇
が
続
い

て
い
る
よ
う
だ
。 

・
菱
の
実
会
は
幸
い
そ
ん
な
混
乱

も
な
く
、
今
年
も
晴
れ
て
新
役

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

で
協
力
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
（
篠
崎
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＜次号発行予定＞ 発行日：７月１日（火） 
・NET読者は、７月１日にHP更新､配信予定。 
・ﾒｰﾙ便･会員宅配は、７月８日以降の予定。 

現在ネット上にパソコン教室に類する動画投稿サイトがたくさんあります。その中から
ピックアップして、そのサイトへのリンク集をまとめました。パソコンサークルの自宅
学習用教材として作成しましたが、サークル以外の皆さんもぜひご利用下さい。 

今さら聞けない、恥ずかしい、知らなかった、間違っていた・・・・初心者はもとより、
ベテランの方の復習にも最適です。「菱の実会ホームページ」からご覧ください。 

 

 

【 パソコンサークルより 】  「ネットでパソコン教室」のご案内 

  


